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　蜘虫は怪虫であり，その症状も多岐にわたっている。私
どもは最近難篤なる栄養失調と頻発する咳鰍発作を呈し，
駆虫により約300匹の轡虫を排出し治癒せる2年8箇月の
男児の軍症姻虫症を経験し，併せて血申好酸球と弱虫排出
との関係を長期にわたり観察し得たので報告する。
症 例
　患児　2年8箇月の男児
　家族歴：両親並びに同胞4人　ともに健康。
　既往歴：母乳栄養児で，生下時体重3，000gの満期安産
児で，麻疹，百日咳に催愚せる外は著患はない。
　現症：患児は生後1年半頃より栄養状態が弐第に悪
くなり，満2年頃より時折腹痛を訴え始め，牛虻に蜘虫症
と診断され，毎月駆虫剤の投与をうけ，当院を訪れるまで
約8箇月間に約100匹位の蝸虫を排出或は吐出していた。
その聞患児は，腹痛，発熱を反復するとともに，体重が日
毎に激滅し始め，多数の姻虫排除にもかかわらず全身状態
悪化の傾向を示し，昭和27年8月6日，当院小児科に入院
した。
　主訴：発熱腹痛，咳鰍並びに高度の口論。
　入院時所見；体格中等なるも，高度に臓照し、恰も乳児
消耗症を思わせる。休距：は8，100gで，顔面蒼白，無慾状
を呈し，皮膚は乾燥し，眼結膜も著明な貧血状を呈す。舌
も厚き褐色の舌苔を被い，乾燥し，回縁に2～3個の潰瘍形
成を認め，患児は，頻発する咳鰍発作に苦しんでいる。心
音は，強盛でas　2肺動脈音の充進を認め，胸部には左右両
肺野に，特に呼気時に湿性，乾性ラ音を聴取する。腹部は
著明に膨隆し，いわゆる蛙腹を呈するも，柔軟で圧痛は認
められない。肝，膵ともに厘脹し，肝は右肋骨弓下平3横
指，脾は左肋骨弓下約3横指触知するも，圧痛なく硬度も
軟い。
出品成績
　1）血液所見：赤血球数245万，血色素量37％，血色素
指va　O。75，白血球数28，000，その百分比は好酸球3。5％，桿
状良好巾球10．0％，分葉榎好申球66．5％，淋巴球18．5％，
単球1．5％で，血小板数22万，出血時間3分で即ち著明な
低色素貧血と白血球増多症があり，しかも軽度の好酸球増
多，好中球増多と左方板推移が認められた。
　2）尿所見：弱酸性で比重1，020，蛋白，糖陰性，その他
異常所見はない。　　　　　　　　　　　　　　　　’
　3）糞便所見：姻虫卵無数，潜血反応陰性。
　4）肝機能検査：ヘバトサルファレン試験陰性，葦囲ウ
ロビリノーゲン，ロヂン反応陰性。
　5）且K：．G、：右肥大型。
　6）その他：100×ツ反応陰性，村田，井出反応ともに
陰性，レ線写真で心臓陰影は左右に拡大，右肺野に淡い樹
枝状の陰影を認める。
　診　断：重症蜘虫症。
　　　　　　　　　経過並びに治療
　1．一般年毎：
　a）腹痛：患児は入院前より腹痛を主な症状としていた
が，入院当初最も激烈であり，且つ開断なく頻発し，ため
に食慾も全然なかったが，第1回の駆虫剤投与により24
匹の蝸虫排出後は次第に軽減し，時折一時的な軽度の腹痛
が見られたにすぎない。
　b）発熱：入院後約1週間380～39℃の高勲が持続せる
も，第2週頃より解勲し，それ以後は37．2’～37．5℃の微熱
約1箇月継続した。
　c）咳鰍：腹痛，発熱とともに入院当初より咳鰍がはげ
しく，しかも発作性に現われ，夜間には頻発する咳鰍発作
のために睡眠も著しく障害せられたが，この咳鰍は約2週
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聞後には少なくなった。この聞喀湊の排泄も認められ，喀
疾中に軽度の好酸球を証明する他には蜘幼虫は検出し得な
かった。
　d）体貢及び食慾：入院当初の体重は8，100gで極度に
騒痩せるも入院後約1週間は全く食慾がなく，体重が7，100
gまで低下したが，駆虫剤による渦虫排出の増加により，
食慾も次第に恢復し，退院時には大約標準体重（12．7kg＞と
なった。
　e）胸，腹部所見：入院当初は栄養不良と鼓腸のために
蛙腹状を呈していた腹部も，栄養の恢復，姻虫の排出増加
に伴ない正常にかえり，肝脾の腫大も入院2箇月後には何
れも触知されなくなった。またこの間，肝機能検査の異常
は認められなかった。一：方胸部にて聴節せる喘息様気管支
炎の症状は咳鰍の少なくなるに伴い減少した。
　2．血液所見：別表の如く入院当初の貧血は，約1箇月
続いたが，駆虫剤による二三の排出の増加とi鉄剤投与によ
り次第に恢復し，退院時に．は赤血球数450万，血色素量80
％にほぼ正常値に迄改善している。一．方白血球数は約2箇
月にわたり30，000～13，000の聞を動揺していたが，その内
興味あることは好酸球の態度であり，入院後約3週間の間
は，蜘虫の排出が増加するにつれ，…二二に減少を示したが，
それから以後は姻虫の排出の激増に伴ない，著しく増加し，
5週後には最高値を示し，以後白血球数の減少に平行して
好酸球も減少を示している。　　　　　　・
　3．蜘虫排出の状況：本症例の蝸虫の駆虫にはサン1一ニ
ン並びにマクニンの併用療法を実施した。朝晩2回3日連
続を一クールとし，2週聞に1回の割で行い7回行った。
その虫体排出状況は図の如くで，入院中の総排出虫回数は
別
ユ72匹であり，入院前の問診により聴販し得た虫体数約100
匹を合計すると実に約300匹の大量の排出を見た。
　4．治療：前述の駆虫剤投与の他，高度の貧血に対して
は鉄剤を投与し，また鉄剤の効果の増張と，胃内蝸虫を腸
管に逆送せしめる目的で，入院中は塩酸リモナーデを与え
た。その他咳鰍に対しては坑ヒスタミン剤，榮養改善の日
的にアミノ酸，輸血，各種ビタミン剤を充分に投与した。
総括並びヒ考按
　本症例は極めて多数の蝸虫の寄生（約300匹）により高度
の柴養失調となり，しかも頻発する咳鰍発1乍，発熱反復
する腹痛のために重篤な状態となったが，これ等諸症状が
駆虫剤の反復投与による多数の蝸窪々体の排出により好転
せる2年8箇月の男児の涌：症姻虫症の1例である。
　姻虫の寄生によって起る症状は，極めて多岐にわたって
いるが，その中でアレルギー性と思われるものは酒井1）は
自覚症状として腹痛，頻尿があり他覚症状として舞麻疹と
血液好酸球増多をあげている。
　私共は本症例に認められた諸症状の内，殊に腹痛，咳鰍，
発熱並びに血液好酸球について若干の考察を試みて見る。
　1）腹痛：　蜘虫症の主訴とレて最もしばしば遭遇する
ものは腹痛であり，本症例においても初めから腹痛を訴え
ている。その発生機転として蝸虫による機械的作用を見逃
すことは出来ないが，他万灯虫毒の作用による姻虫アレル
ギーの症状を見のがすことが出来ない。測Fl）は姻虫エキ
スを用いての腸管反応の実験から，腸管の滑平筋に蝸虫毒
が作用して起るアレルギー性の痙攣性収縮に原因する腹痛
のあることを強調している。酒井1）は，また40例の他覚的
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に腹部に圧痛を認めたものの部位を求めたところ，膀周囲
の疹痛を訴えたものが多いが，上腹部，左右の下腹部にも
相当数圧痛があ．り，結論としては痛む場所は一定しないと
いっている。また腹痛の性質も発作性に来ることが多いと
いわれ，食餌に関係のある場合もあり，そのために患児は
食事を欲せず時に嘔吐を来す≧いう。
　私共の症例でも，腹痛は初めは間撒的な軽いものであっ
たというが，弐第に発作性となり，入院当時は最も激烈で，
食餌の摂取を嫌い，極度の栄養失調状態となっていたがこ
の腹痛も駆虫剤の投与により，次第に軽快している。
　2）咳鳳：蝸虫症における呼吸器症状として田園，喘
息性発作を来すことが知られている。例えば有賀2）の，9
才の男子で喘息様発作を起し駆虫剤の投与により著効した
蜘虫症の1例，最近は磯田3）の1年2箇月の男子で，発作性
呼吸困難とチアノーゼを繰返した1例等がある。轡虫の人
体内成長過程において，その幼虫が腸管を穿って肝臓肝へ
と移動し，その移動申に肺に病変を起し，時に蜘虫肺炎と
呼ばれる肺炎を起し発熱，呼吸異常，喘息様症状を塁した
りするといわれ，また1・oeffIerの症候群｛）と称するthL液好
酸球増多を伴なった：一過性肺浸潤において，甲虫が重要な
一原因をなすことが注目されているが，教室の藤島5）もこ
の肺浸潤が，虫回幼虫の肺組織移行により生じた好酸球によ
る浸潤であることを実験的に立証した。本症例でも入院当
初より頻発する咳噺発作に苦しみ，しかも排出せる喀年中
に好酸球の存在を確認していることは，本症例の肺の病変
に，好酸球による細胞浸潤が存在していたであろうことが
血中好酸球増多の事実と併せ考えて推察される。
　3）発熱：　野虫症の全身症状の一つに発熱がある。本
症例でもス院後1週閥の閥，38～39。Cの高熱が継続してい
る。濃野‘；）は，蜘虫性肺炎において姻幼虫餌食後6日目よ
り悪寒を伴なう発熱を認めており，長谷川7），清水’bも蝸
幼虫飼食後3日目vc発熱を認めている。また笹川g）は4箇
月にわたる頑固なる高熱を主訴とせる幼児姻虫症の1例を
報告している。この発熱あ本態は恐らく姻虫毒素1こよる生
体反応と解釈されている。
　4）血申好酸球の態度1　表に示すように，本症例の血
中好酸球の消長は，駆虫剤を投与して姻虫を駆除し，虫休
の排出を続けるような場合，却って駆虫後に急激な好酸球
の上昇を来している。酒井Dもこれと同様な臨床的症例を
経験し好酸球の上昇は急激であって，しかも駆虫後3～4
日目に強く5～6日目に再び下降する傾向を示し，一過性
のアレルギー性変化であるとしている。藤島5）の好酸球性
肺炎の実験においても姻虫体液の注射により，その都度末
梢流血中に一過性の好酸球の増多をみたる事実よりして，
駆虫剤の投与により多数の野虫が生活機能の障碍をうけて
その際毒素を放出し，これがアレルゲンとなり，蜘虫体俳
出の続く期間は特に高度め好酸球増多を招来したものと考
えられる。また蜘虫症における種々の症状の発現及びその
軽重は，必ずしもその寄生坐論数の多寡によらず，その寄
主個体差及び時期的関係によると考えられるが，本症は幼
児に極めて多数の地虫が，長期にわたって寄生せるため高
度の榮養失調，発熱三宮等重篤な姻虫症状を呈し，且つ
多数の虫体の新陳代謝産物もアレルゲンとなりて好酸球の
増多を生じ，特に駆虫剤投与後の回虫体排出後数日間は上
述の理由で著明な好酸球増多をみたものと解釈される。
結 語
　私共は2年8箇月の男児の重症姻虫症の一例を経験し，
併せて血中好酸球の消長を長期にわたり観察し得た。
　（本1論文の要旨は，昭和即年11月第26回日本：小り己科’￥：
会北海道地方会で発表した。）
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Summary
　　This　is　a　case　report　of　severe　ascariasis　in　a　boy　2　years　and　8　months　with　sym－
ptoms　of　malnutrition，　high　fever，　paroxymal　cough　and　severe　abdominal　pains．
　　Large　numbers　of　ascarides　（ca．　300）　were　excuted　by　repeated　administration　of　san－
tonin　and　macnin．
　　A　high　grade　of　eosinophilia　in　blood　was　noted　during　the　course　oi’　treatment．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　June　28，　1955）
